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公
益
社
団
法
人
日
本
専
門
新

聞
協
会
（
入
澤
亨
理
事
長
）
は
、

10
月
19
日
に
東
京
・
千
代
田
区
内

幸
町
の
帝
国
ホ
テ
ル
「
富
士
の

間
」
に
お
い
て
「
第
74
回
新
聞
週

間　

日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
。
今
回

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
策
と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、

参
加
者
を
例
年
よ
り
大
幅
に
絞
っ

て
の
開
催
と
な
る
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
10
月
15

日
か
ら
１
週
間
に
わ
た
る
新
聞
週

間
に
合
わ
せ
、
専
門
新
聞
と
し
て

社
会
の
期
待
に
応
え
る
決
意
を
内

外
に
示
す
事
業
と
し
て
開
催
。
例

年
は
政
官
界
、
経
済
界
を
は
じ
め

各
国
大
公
使
な
ど
を
広
く
招
い
て

い
る
が
、
今
年
は
現
下
の
コ
ロ
ナ
情

勢
を
勘
案
し
て
招
待
者
数
を
縮

小
す
る
ほ
か
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開

催
を
中
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
１
部
は
、
午

後
２
時
30
分
か
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
共
同
通
信
客
員
論
説
委
員

の
後
藤
謙
次
氏
を
講
師
に
招
き

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
政
治
・
外
交

は
ど
う
な
る
―
衆
議
院
選
挙
を
見

据
え
て
―
」
と
題
す
る
講
演
会
が

行
わ
れ
る
。

　

後
藤
氏
は
1
9
7
3
年
に
早

稲
田
大
学
法
学
部
を
卒
業
。
共

同
通
信
社
に
入
社
し
、
82
年
か
ら

本
社
政
治
部
、
首
相
官
邸
、
自

民
党
（
旧
田
中
派
担
当
）、
外
務

省
、
野
党
担
当
、
自
民
党
ク
ラ
ブ

キ
ャ
ッ
プ
、
首
相
官
邸
ク
ラ
ブ

キ
ャ
ッ
プ
、
政
治
部
次
長
、
政
治

部
長
な
ど
を
歴
任
。
2
0
0
4

　日本専門新聞協会は、第74回新聞週
間にちなみ「新聞週間キャッチフレー
ズ」を全国から募集していたが、その入
選が次のように決まった。（敬称略）

〈
優
秀
作
〉

　
コ
ロ
ナ
後
の　

社
会
読
み
解
く　

専
門
紙

　

欠
か
せ
ぬ
情
報　

確
か
な
未
来　
　

 

山
下
真
宏
（
一般
応
募
）

〈
佳
　
作
〉

　
コ
ロ
ナ
禍
が　

変
え
る
社
会
を　

読
み
と
い
て

　

未
来
の
し
る
べ　

専
門
紙　
　
　
　

  

穐
山
定
文
（
一般
応
募
）

〈
佳
　
作
〉

　

専
門
紙　

未
来
を
照
ら
す　

道
し
る
べ

　

業
界
支
え　

共
に
生
き
抜
く　
　
　

松
田
柚
花
（
一般
応
募
）

　日本専門新聞協会は、毎年、日本専門新聞大会式典で、加盟社
の社員に対し表彰を行っているが、令和3年度は総勢13名を表彰
することになった。

入選キャッチフレーズ

例年、大盛況の講演会会場

日本専門新聞特集号

≪表彰≫
功労章

川邊 伴子 （大分建設新聞社）

功績章

菊池 英也 （日刊建設タイムズ社）

小山 紀夫 （薬事日報社）

積田 朋子 （観光経済新聞社）

優良社員表彰

林 晃 （環境新聞社）

下山 武彦 （建通新聞社）

（敬称略）

優良社員表彰

立花 大輔 （国際農業社）

尾立 志保子 （国際農業社）

腰越 謙太郎 （日本工業経済新聞社）

堀川 貴子 （日本工業経済新聞社）

森 大樹 （日本電気協会新聞部）

新田 剛大 （日本電気協会新聞部）

根本 祐輔 （福島建設工業新聞社）

［
5
月
24
日（
月
）］第
98
回
通
常

総
会
を
如
水
会
館
3
階
に
お
い
て

開
催
。令
和
2
年
度
事
業
報
告
、

同
収
支
決
算
報
告
を
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、そ
れ
ぞ
れ
議
決
承
認

さ
れ
た
。ま
た
、同
総
会
に
お
い
て

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、理
事
13
名
、

監
事
2
名
が
選
任
さ
れ
た
。［
6
月

15
日（
火
）］協
会
関
西
支
部
で
は

関
西
に
本
社
、支
局
を
置
く
加
盟

社
に
よ
る
令
和
2
年
度
第
54
回
定

時
総
会
を
開
催
し
議
案
承
認
さ
れ

た
。［
9
月
7
日（
火
）］新
聞
週
間

に
と
も
な
い
募
集
し
て
い
た
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
審
査
会
を
開
催
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
入
選
作
品
第
一

次
選
考
を
行
い
、2
8
7
3
点
の
中

か
ら
15
点
を
選
考
し
、理
事
会
に

提
出
し
た
。［
9
月
8
日（
水
）］第

28
回
日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
を
、当
協
会
が
要
請

し
た
日
本
写
真
協
会
会
員
2
名
の

審
査
員
が
行
っ
た
。全
国
か
ら
応
募

さ
れ
た
9
7
6
点
を
審
査
し
た
結

果
、文
部
科
学
大
臣
賞
、理
事
長

賞
、審
査
委
員
長
賞
、加
盟
社
特
別

賞
を
そ
れ
ぞ
れ
1
点
、秀
作
14
点

を
選
考
し
、新
聞
大
会
で
表
彰
す

る
こ
と
と
し
た
。［
9
月
14
日

（
火
）］第
5
3
3
回
定
例
理
事
会

に
お
い
て
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
審
査
会

で
先
に
選
考
し
た
15
点
の
作
品
の

中
か
ら
優
秀
作
1
点
、佳
作
2
点

を
そ
れ
ぞ
れ
選
考
し
、新
聞
週
間

に
合
わ
せ
て
発
表
す
る
こ
と
と
し

た
。

年
11
月
に
論
説
副
委
員
長
兼
編

集
委
員
、
06
年
6
月
に
編
集
局

長
と
な
り
、
07
年
10
月
に
同
社
を

退
社
。

　

05
年
3
月
か
ら
06
年
５
月
ま
で

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
イ
ヴ
ニ

ン
グ
・
フ
ァ
イ
ブ
」
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
、
07
年
12
月
か
ら
09
年
3
月

ま
で
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
」
キ
ャ
ス

タ
ー
、
09
年
3
月
か
ら
10
年
3
月

ま
で
「
総
力
報
道
！ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
ア
ン
カ
ー
、
12
年
7
月

か
ら
は
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ン

デ
ー
」「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
」（
テ

レ
ビ
朝
日
）
な
ど
民
放
各
局
に
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
出
演
し
て
い

る
。

　

著
書
に
「
竹
下
政
権
5
7
6

日
」「
日
本
の
政
治
は
ど
う
動
い
て

い
る
の
か
」「
小
沢
一
郎 

50
の
謎
を

解
く
」「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
平
成
政
治

史
」
な
ど
多
数
。

　

第
１
部
の
時
局
講
演
会
に
続

き
、
午
後
4
時
20
分
か
ら
は
第
2

部
の
記
念
式
典
が
開
か
れ
る
。
大

会
会
長
の
入
澤
亨
理
事
長
に
よ
る

あ
い
さ
つ
、
文
化
庁
長
官
の
祝
詞

が
あ
り
、
さ
ら
に
加
盟
社
代
表
者

顕
彰
、
加
盟
社
優
良
社
員
表
彰
、

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
お
よ
び

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
入
選
作
の
発
表

が
行
わ
れ
、
最
後
に
大
会
ア
ピ
ー

ル
を
宣
言
し
て
閉
会
す
る
。

総勢13人を表彰

令和3年
第74回
新聞週間

日本専門新聞大会
フェスティバル

後藤謙次氏が講演第１部

大会アピール

大会スローガン

　新型コロナウイルスは、われわれの日常生活を一変させ、いまだ
収束の見通しが立たない状況にある。
　前例のない危機の渦中で、これまで経験したことのない深刻な不
安が生じ、不確かな情報が混乱や分断をもたらしている。
　大きく変容する社会の中で、信頼性の高い情報が求められる今
だからこそ、正確で公正な報道により、責任ある言論活動を行わな
ければならない。
　われわれ専門新聞は、課せられた責務をあらためて認識し、ポス
トコロナを強靱で持続可能な社会へ導く使命を全うすることを、ここ
に宣言する。

● ポストコロナへ向けて、より正確で有益な情報を発信しよう！
● すべての専門新聞への消費税軽減税率の適用を実現しよう！
● 国民の知る権利に応えるため、第三種・第四種郵便制度
を堅守しよう！

第74回 日本専門新聞大会
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第
74
回
日
本
専
門
新
聞
大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、一言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
公
益
社
団
法
人
・
日
本
専
門
新

聞
協
会
は
、
ご
案
内
の
よ
う
に
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
年
）
２
月
、
戦
後
の
日
本
経
済

社
会
文
化
事
業
等
の
復
興
再
建
に
必
要
な

新
聞
発
行
と
、
そ
の
紙
不
足
統
制
に
配
慮

さ
れ
た
当
時
の
連
合
国
軍
総
司
令
部
の
指

導
の
も
と
、
設
立
さ
れ
た
専
門
紙
の
報
道

集
団
で
あ
り
ま
す
。

　

爾
来
74
年
。
日
本
の
文
化
社
会
産
業
経

済
等
の
各
分
野
に
特
化
し
た
新
聞
・
通
信

発
行
各
先
輩
経
営
者
各
位
の
知
恵
と
努
力

の
結
晶
に
よ
り
、
今
日
で
は
社
団
法
人
・

日
本
新
聞
協
会
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
立

派
な
社
会
的
認
識
度
の
高
い
立
場
に
、
飛

躍
発
展
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
創
立
以
来
70
数
年
目
に

し
て
、
人
間
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

大
自
然
の
猛
威
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
取
材
活
動
も
日
々
脅
か
さ
れ
て
、
い

ま
な
お
苦
難
の
毎
日
を
送
って
い
る
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
地
球
規
模
で
世

界
的
に
感
染
蔓
延
し
て
以
来
、
間
も
な
く

２
年
と
な
り
ま
す
が
、
最
先
端
医
学
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
最
近
で
は
や
や
下
火

に
な
り
つつ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
年
末
に
か

け
て
、
いつ
第
６
波
が
襲
来
す
る
か
は
全
く

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策
に
や

や
遅
れ
を
と
っ
た
た
め
に
国
民
の
不
評
を

か
っ
た
菅
首
相
が
、
急
遽
退
陣
を
表
明
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
総
裁
公
選
の
結
果
、
岸
田
新

総
裁
が
選
ば
れ
、
10
月
4
日
に
岸
田
首
相

内
閣
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

岸
田
新
内
閣
は
、
ま
ず
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
、

差
し
当
た
っ
て
の
緊
急
政
策
課
題
で
あ
り

ま
す
。
長
期
間
に
わ
た
って
の
疲
弊
し
切
っ

た
国
民
生
活
の
立
て
直
し
。
加
え
て
人
流

の
ス
ト
ッ
プ
で
経
営
不
振
や
倒
産
寸
前
に
追

い
込
ま
れ
た
企
業
並
び
に
経
済
界
の
抜
本

的
再
建
策
が
急
務
で
も
あ
り
ま
す
。

　

過
日
、
新
発
足
の
岸
田
内
閣
は
新
人
抜

擢
や
政
策
通
議
員
の
登
用
で
そ
れ
な
り
に

新
鮮
味
の
あ
る
内
閣
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
大
臣
の
方
々
の
本
格
的
な
活
躍
も

10
月
19
日
公
示
、
31
日
投
開
票
の
総
選
挙

後
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

岸
田
新
首
相
は
就
任
記
者
会
見
で
、
企

業
格
差
や
貧
富
の
差
の
激
し
く
な
っ
た
新

自
由
主
義
経
済
の
負
の
資
産
の
状
況
等
を

見
直
し
、
加
え
て
原
発
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

分
野
等
で
も
そ
れ
な
り
の″
岸
田
カ
ラ
ー
”

を
出
し
て
い
く
方
向
の
よ
う
で
す
が
、
国

際
情
勢
の
緊
迫
化
や
そ
の
他
重
要
政
策
課

題
に
つ
い
て
の
具
体
的
実
施
方
向
性
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ま
た
全
て
が
総
選
挙
の
結
果

次
第
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
言
論
の
自
由
に
こ
と
借
り
て
、一

部
マ
ス
コ
ミ
と
自
称
す
る
分
野
に
は
、
政
府

筋
の
粗
探
し
と
必
要
以
上
の
悪
口
雑
言
や
、

さ
も
意
図
あ
り
げ
な
政
治
批
判
を
す
る
向

き
も
あ
り
ま
す
が
、
我
々
日
本
専
門
新
聞

協
会
の
各
紙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
業
域

分
野
か
ら
特
に
選
ば
れ
た
全
く
の
エ
リ
ー
ト

報
道
集
団
で
あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
不

偏
不
党
・
厳
正
中
立
が
報
道
の
基
本
姿
勢

で
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
後
の
岸
田
内
閣
並
び
に
そ
の
内
閣

を
支
え
る
与
党
議
員
の
方
々
の
、
コ
ロ
ナ
禍

不
況
後
の
国
づ
く
り
や
地
域
社
会
づ
く
り

に
は
、
各
専
門
分
野
の
報
道
機
関
と
し
て

全
面
的
に
ご
協
力
・
ご
支
援
の
方
針
で
あ

り
ま
す
の
で
、
当
協
会
並
び
に
当
政
連
の

活
動
に
対
し
ま
し
て
も
今
後
と
も
更
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
74
回
新
聞
週
間
、
日
本
専
門
新
聞

大
会
開
催
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
初
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
不
運

に
も
感
染
し
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご

遺
族
の
方
々
に
は
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
ま
す
。
一
方
、
医
療
従
事
者
の
皆
様

は
、
常
に
感
染
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に

い
な
が
ら
、
日
夜
懸
命
に
医
療
活
動
に
励

ん
で
い
る
姿
勢
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
は
大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

文
化
庁
を
は
じ
め
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
ご

出
席
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
末
27
都
道
府
県
に
長
く
発

令
さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
が
よ
う
や
く
全
面
解
除

に
至
り
、
政
府
は
段
階
的
に
経
済
活
動
を

再
開
す
る
こ
と
で
、
感
染
対
策
と
日
常
生

活
の
両
立
を
目
指
す
方
向
に
舵
を
き
り
ま

し
た
。

　

想
い
起
せ
ば
１
年
９
か
月
前
、
横
浜
港

に
入
港
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号

が
我
が
国
で
の
コロ
ナ
危
機
あ
る
い
は
コロ
ナ

対
応
の
始
ま
り
と
な
り
、
東
京
2
0
2
0

大
会
期
間
中
に
全
国
で
連
日
2
0
0
0
0

人
を
超
え
る
感
染
者
を
数
え
た
感
染
第
5

波
を
経
て
、
そ
の
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効

果
も
あ
り
感
染
者
数
は
大
き
く
減
少
に
転

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
、
多
く
の
若
者
が
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
為
に
早
朝
か
ら
並
ん
で
い
る

様
子
を
見
て
、
こ
れ
が
世
界
に
誇
る
医
療

先
進
国
の
現
状
か
と
残
念
で
情
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
先
は
、
何
と
し
て
で
も

欧
米
に
頼
ら
な
い
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
早

期
の
純
国
産
化
実
現
を
目
指
し
て
頂
き
た

い
。

　

こ
れ
か
ら
冬
本
番
を
迎
え
、
感
染
第
6

波
の
懸
念
が
あ
る
な
か
で
時
間
の
猶
予
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
一度
政
府
、
自
治
体
、

医
師
会
に
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
効
率
的

な
医
療
体
制
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
自
民
党
総
裁
選
を
勝
利
し

た
岸
田
氏
は
、
臨
時
国
会
で
第
1
0
0

代
首
相
に
指
名
さ
れ
新
政
権
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
岸
田
新
政
権
は
所
得
の
再
分
配

に
よ
る
格
差
是
正
や
大
規
模
な
経
済
対
策

に
よって
、
日
本
経
済
を
活
性
化
さ
せ
新
た

な
成
長
軌
道
へ
と
目
指
す
方
針
で
す
が
、コ

ロ
ナ
対
策
は
勿
論
の
こ
と
、
衆
院
選
、
そ

し
て
来
年
夏
の
参
院
選
、
あ
る
い
は
外
交
・

安
全
保
障
な
ど
多
く
の
試
練
が
待
ち
構
え

て
い
て
、
前
途
は
多
難
な
様
相
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
24
年
4
月
に
内
閣
府
よ
り

日
本
専
門
新
聞
協
会
は
公
益
社
団
法
人
と

し
て
認
定
を
受
け
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
以
来
皆
様
の
ご
支
援
を
受

け
て
、
来
年
4
月
に
は
早
や
く
も
10
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
10
年

が
経
過
し
た
今
、
世
の
中
は
9
月
に
発
足

し
た
デ
ジ
タ
ル
庁
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

遅
れ
て
い
る
我
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
官
民

挙
げ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
メ
デ
ィ
ア
業
界
は
紙
媒
体
か
ら

電
子
媒
体
へ
、
あ
る
い
は
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ

ジ
タ
ルへ
の
掛
け
声
の
も
と
、
早
い
段
階
か

ら
電
子
媒
体
・
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
取
り
入

れ
て
今
日
に
至
って
い
ま
す
。
し
か
も
、
情

報
伝
達
の
技
術
・
手
段
の
多
様
化
に
関
し

て
言
え
ば
、
S
N
S
な
ど
を
例
に
あ
げ
て

も
、
そ
の
技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
は
目
覚

ま
し
く
、
技
術
の
優
劣
が
こ
れ
か
ら
を
生

き
延
び
る
鍵
を
握
って
い
る
と
いって
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
協
会
加
盟

社
の
皆
様
と
関
わ
り
の
深
い
著
作
権
に
関

し
て
の
動
向
に
つい
て
も
、
特
に
教
育
現
場

で
の
著
作
権
利
用
に
関
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
化

の
影
響
を
受
け
て
従
来
の
無
料
化
か
ら
有

料
化
へ
と
大
き
く
方
向
転
換
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
時
代
は
大
き
な
転
換
の
と
き

を
迎
え
、
私
達
は
ま
さ
に
そ
の
渦
中
に
い

ま
す
。
こ
の
潮
流
を
見
誤
る
こ
と
な
く
、

協
会
の
運
営
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
に
、
協
会
で
は
特
命
委

員
会
に
て
短
期
・
中
期
・
長
期
の
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
を
設
定
。
公
益
の
増
進
と
い
う

高
い
志
を
礎
に
、
公
益
法
人
と
し
て
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
真
摯
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
何
卒
、
今
後
と
も
協

会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
第
3
部
と
し
て
皆
様

と
の
親
睦
、
懇
談
の
場
と
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
誠
に
残
念
で

す
が
、
感
染
防
止
の
為
に
レ
セ
プ
シ
ョン
は

自
粛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
加
盟
社
の
社

業
の
ご
発
展
、
ご
隆
盛
、
そ
し
て
皆
様
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
私
の
挨
拶
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岸
田
内
閣
に
は
、

大
い
に
期
待
い
た
し
ま
す

総
選
挙
に
、全
力
を
あ
げ
て
下
さ
い

日本専門新聞特集号 挨拶第74回

『複眼的報道の塔』

時代を見すえ悠久の時を刻む
ソーラー電波時計

　平成16年10月、25年後の後進に夢を託し、塔の基礎
部分には当協会の歴史と伝統を次の世代に伝えるた
め、各加盟社発行の記念紙に記念品を添えて収納し建
立したものです。
　石原慎太郎元東京都知事をはじめ、都議会議長、建
設局長等の協力と支援を得て、都立公園では130年と
最も古く、由緒ある芝公園内に、ソーラー三面電波時計
付き「複眼的報道の塔」を建立・寄贈したものです。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
到
来
と
協
会
運
営

理
事
長
　
入 

澤
　 

亨

公
益
社
団
法
人 

日
本
専
門
新
聞
協
会

会 

長
　
大 

塚
　
一 

雄

日
本
専
門
新
聞
政
治
連
盟

読者総数は1,200万人に専門分野から厳選された
協会加盟社84社

芝公園のもみじ谷の
モニュメント

役員活動体制

＜協会役員・顧問＞
名誉会長 波田幸夫 （環境新聞社）
理事長 入澤　亨 （官庁通信社）

副理事長 西原一裕 （水道産業新聞社）
〃 石井貞德 （旅行新聞新社）
〃 菊池英也 （日刊建設タイムズ社）

専務理事 須貝律緒 （日本専門新聞協会）
常任理事 積田朋子 （観光経済新聞社）

〃 古川興一 （創樹社）
理事 金子眞紀子 （国際農業社）
〃 鈴木俊一 （社会保険研究所）
〃 小屋勝志 （カーアンドレジャーニュース）
〃 河合良紀 （建設新聞社）
〃 篠本　勝 （日本水道新聞社）

監事 仁平英紀 （東京交通新聞社）
〃 秋山智昭 （秋山弁護士事務所）

顧問 大塚一雄 （金融タイムス社）
＜政治連盟役員・顧問＞

会長 大塚一雄 （金融タイムス社）
会長代行・会計幹事 長島貴好 （アイク）

幹事長 西原一裕 （水道産業新聞社）
副幹事長・会計幹事 須貝律緒 （日本専門新聞協会）

幹事 積田朋子 （観光経済新聞社）
監査 秋山智昭 （秋山弁護士事務所）

名誉顧問 波田幸夫 （環境新聞社）
特別顧問 阿部　勲 （政治連盟）

＜協会役員業務分掌＞
統括 入澤　亨

内務担当 石井貞德
渉外担当 西原一裕
特命担当 菊池英也

総合 須貝律緒
総務委員長 西原一裕

委員 入澤　亨 石井貞德 菊池英也
積田朋子 古川興一

組織委員長 石井貞德
委員 入澤　亨 西原一裕 菊池英也

積田朋子 古川興一
記者会委員長 西原一裕

委員 河合良紀 金子眞紀子 鈴木俊一
仁平英紀

広報委員長 菊池英也
委員 金子眞紀子 鈴木俊一 篠本　勝

仁平英紀
国際交流委員長 石井貞德

委員 小屋勝志 篠本　勝
情報化委員長 古川興一

委員 鈴木俊一 小屋勝志 河合良紀
仁平英紀

社会文化委員長 積田朋子
委員 篠本　勝 金子眞紀子 小屋勝志

河合良紀
新聞大会運営委員長 石井貞德 全役員

関西支部 西原一裕
霞門倶楽部代表幹事 西原一裕

幹事 篠本 勝 秋山智昭
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第28回日本専門新聞 写真コンクール

　

2
0
2
0
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
、本
年
2
0
2
1
年
度　

第
28

回
、日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、本

当
に
う
れ
し
く
思
って
お
り
ま
す
。

　

協
会
の
皆
様
、各
加
盟
社
の
協

力
に
よ
り
一般
読
者
の
皆
様
の
作
品

が
例
年
に
増
し
て
多
く
寄
せ
ら
れ

総
数
は
、9
7
6
点
に
達
し
ま
し

た
。

　

審
査
は
、関
口
照
生
、林
義
勝
、

共
に
日
本
写
真
家
協
会
会
員
の
両

名
で
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
、文
部
科
学
大
臣
賞

に
は
、一
般
公
募
の
中
島
明
俊
氏
の

「
月
と
太
陽
の
め
ぐ
り
と
富
士
」が

選
ば
れ
ま
し
た
。夫
婦
岩
の
バ
ッ
ク

に
朝
日
・
夕
日
・
月
が
上
が
る
の
を

時
を
か
け
丹
念
に
撮
ら
れ
て
い
ま

す
。特
に
太
陽・月
の
形
の
違
い
が
こ

の
写
真
の
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
。

技
術
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
定
点
観

測
の
組
写
真
と
し
て
成
功
し
て
お

り
ま
す
。

　

理
事
長
賞
は
一
般
公
募
の
田
中

雅
之
氏
の「
だ
る
ま
さ
ん
は
見
て
い

た
」の
三
枚
の
組
写
真
で
す
。た
く

さ
ん
の
だ
る
ま
さ
ん
の
前
を
通
り

か
か
る
人
々
の
姿
を
ほ
ぼ
同
じ
位

置
か
ら
撮
っ
て
い
る
、ト
ッ
プ
の
日
傘

の
女
性
の
風
情
が
い
い
で
す
ね
、ユ
ー

モ
ラ
ス
な
見
て
い
て
楽
し
く
な
る
写

真
で
す
。

　

審
査
委
員
長
賞
は一
般
公

募
の
渡
邉
哲
廉
氏
の「
シ
ャ

ド
ー
ア
ー
ト
」。や
は
り
三
枚

の
組
写
真
で
す
。こ
の
写
真

の
素
晴
ら
し
さ
は
ア
イ
デ
ィ

ア
と
モ
ノ
ク
ロ
で
仕
上
げ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。や
わ

ら
か
い
ト
ー
ン
と
造
形
が
お
し
ゃ
れ

な
現
代
写
真
に
し
て
い
ま
す
。

　

加
盟
社
特
別
賞
は
福
社
新
聞
社

の
鮫
島
隆
紘
氏
の「
共
生
の
光
」三

枚
組
で
す
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会

式
の
写
真
を
読
者
に
わ
か
り
や
す

く
、そ
し
て
感
動
を
届
け
て
く
れ
る

三
枚
組
で
す
。

　

今
回
は
数
多
く
の
作
品
の
中
で

優
秀
な
組
写
真
が
多
く
見
か
け
ら

れ
ま
し
た
。2
点
は
定
点
観
測
の

写
真
で
す
、同
位
置
か
ら
撮
る
写

真
は
時
間
の
中
で
起
き
る
動
画
的

要
素
が
必
定
で
す
。組
写
真
以
外

に
も
鯨
の
親
子
、淡
い
色
で
染
め
ら

れ
た
富
士
の
作
品
な
ど
秀
作
以
上

の
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。写
真
の

世
界
も
機
材
の
進
歩
に
よ
り
幅
広

い
も
の
に
な
って
き
ま
し
た
。

　
レッツ
ト
ラ
イ
で
す
！

審
査
委
員
長
講
評

関口 照生氏
日本写真家協会会員

倉敷芸術科学大学客員教授

理事長賞

審査委員長賞

文部科学大臣賞
月と太陽のめぐりと富士

中島明俊 ／ 一般応募

だるまさんは見ていた
田中雅之 ／ 一般応募

シャドーアート
渡邉哲康 ／ 一般応募

　この度は、文部科学大臣賞という名誉ある賞をいただ
きまして、大変嬉しく光栄に思います。三重県にある名勝、
二見浦の夫婦岩では夫婦のように寄りそう岩の間から昇
る日の出を 5 月から 7 月に見ることができます。夏至の
10 日前後の天気のいい日には、約 200km 先にある富士
山の背から昇る日の出を見ることができ、その時と前後
の月と太陽のめぐりを組み写真にしました。この賞を励
みに今後も美しい風景を撮っていきたいです。

　この度は、多数に上る応募作品の中から、私の拙作を選出いただき誠
にありがとうございます。普段より人のいる情景を撮
り続けておりますが、昨今のコロナ禍で祭りやイベン
トがことごとく中止となり、撮影機会もやる気も大き
く減退しておりました。それでも愚直にカメラを持っ
て出掛けていたのですが、思いがけず素敵なシーンを
収めることが出来ました。この望外の賞を賜ることで、
改めて行動することの大切さを認識した次第です。

　この度は、初めての応募にも拘らず、このような名誉ある
賞を頂き、誠にありがとうございました。勤めをリタイヤし
て、趣味として写真を始めて 10 年近くになります。ジャン
ルは決まってはいませんが、街に出て気になる場面、瞬間を
撮るのを楽しみに続けてまいりました。今回の受賞を励みに、
今後も精進してまいりたいと思います。

文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど

　
　
入
賞
作
品
18
点
決
ま
る

公
益
社
団
法
人
日
本
専
門
新
聞
協
会
は
第
74
回
新
聞
週
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
お
よ
び
加
盟
各
社
の
写

真
・
読
者
を
対
象
に
「
第
28
回
日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
た
が
、
審
査
会
、
理
事
会
で
そ
れ

ぞ
れ
の
入
賞
作
品
が
決
定
。
受
賞
者
は
10
月
19
日
の
日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
於
い
て
表
彰
さ
れ
る
。



令和3年10月19日（火）（4）

　空っぽの国立競技場に現れた選手をファイン
ダー越しに見た瞬間、鳥肌が立ったのを覚えて
います。国や人種、障害など様々な壁を乗り越
えて一堂に会する姿は、まさに共生社会へと導
く「光」でした。
　作品は東京パラリンピックの開幕式で撮影し
たものです。虹色の花火や聖火台とともに、多
様性を表す 3 枚の組写真にまとめました。
　東京パラを取材した報道関係者は国内外から
2400 人。日本の専門新聞として歴史的なイベン
トを記録できたことには大きな意義があると考
えています。改めて名誉ある賞を頂き、感謝致
します。

第74回新聞週間    第28回  日本専門新聞 写真コンクール
加盟社社員・読者及び一般応募　全国から976枚

秀　作

招待作品

加盟社特別賞
共生の光

鮫島隆紘 ／ 福祉新聞社

順不同

試合を終えて
佐藤義敏／ 一般応募

ハチとキタキツネ
入江貴史 ／ 一般応募

東京を五輪色に染める
中根英治 ／ 一般応募

落花
横須賀　洋 ／ 一般応募

レッドロード
伊東靖洋 ／ 一般応募

童心
倉田祐介 ／ 建設新聞社（仙台）

惑星地球
中本則昭 ／ 一般応募

遙かなる富士
小山幹男 ／ 一般応募

サーファー
浜口正雄 ／ 一般応募

戦友と共に
平井葉月 ／ 一般応募

東京オリンピック開幕
大島正美 ／ 一般応募

大きな笑顔
山田ひろ子 ／ 一般応募

Reflection
村田雄平 ／ 一般応募

母と子
三浦エリカ／ 一般応募

文部科学大臣賞
月と太陽のめぐりと富士 中島　明俊 一般応募
理事長賞
だるまさんは見ていた 田中　雅之 一般応募
審査委員長賞
シャドーアート 渡邉　哲康 一般応募
加盟社特別賞
共生の光 鮫島　隆紘 福祉新聞社
秀　　作
童心 倉田　祐介 建設新聞社（仙台）
惑星地球 中本　則昭 一般応募
遙かなる富士 小山　幹男 一般応募
落花 横須賀　洋 一般応募
試合を終えて 佐藤　義敏 一般応募
サーファー 浜口　正雄 一般応募
レッドロード 伊東　靖洋 一般応募
ハチとキタキツネ 入江　貴史 一般応募
東京オリンピック開幕 大島　正美 一般応募
大きな笑顔 山田ひろ子 一般応募
戦友と共に 平井　葉月 一般応募
Reflection 村田　雄平 一般応募
東京を五輪色に染める 中根　英治 一般応募
母と子 三浦エリカ 一般応募
招待作品
星柱 芝﨑　静雄 一般応募
投網 芝﨑　静雄 一般応募

星柱
芝﨑静雄 ／ 一般応募

投網
芝﨑静雄 ／ 一般応募


